
江戸前勉強会2023 in GIJ2024
• はじめに：背景・趣旨説明

• 話題提供

• 流域評価と市民参画（古川恵太・海辺研）

• 経済評価の見える化（岡田知也・国総研）

• コアマモ場の保全（石井裕一・都環研）

• みんなで討議

・自己紹介

・意識調査

・意見交換

• おわりに

2024年２月１８日 10:00 – 11:30



東京湾をめぐる関係者

立場により興味と影響力が異
なる

民間・産業界は、自身の活
動に関連することに興味が
あり、影響力は概して高い

行政は、広い範囲に分散
（分担）

一般・学生は興味ない人が
大多数

• そのうち意識が高いところ
に活動する人々がいて

• さらに特化した学術関係者、
研究者がいる
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東京湾の再生のための市民参画

市民※参画型の社会への変革
を進めたい

周知・啓発のフェーズでは、
今の課題の認識を共有し

協働のフェーズでは、共に
今できることを実施して

共創のフェーズでは、将来
も持続する市民参画型の社
会の実現

※ ここで言う「市民」とは、
企業・漁業者・NPO・学生
など多様なステークホルダー
の総称です

的に説明してください。

共創

協働

周知・啓発
環境
問題

効果的な
コミュニケーション

ステーク
ホルダーの参画

適応性のある
リーダーシップ

保全・再生
プロジェクト

の実施

学習
の高まり

持続性の獲得

持続性の危機

取組みの複雑性と困難さの増加
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東京湾岸グリーンベルト構想
地域の生活を豊かにする海辺のまちの新しいかたち

東京・ウォーターズ竹芝の造成干潟「都心のオアシス」事業実施場所のイメージ

横須賀・うみかぜ公園「遊べる干潟つき公園」

横浜・海の公園／野島海岸「アマモ場再生」
横浜・高島水際線公園／臨港パーク「魚の釣れる海辺」Google Earth

東京・お台場「オリパラの遺産活用」

館山・沖ノ島周辺海岸「東京湾口のポテンシャル」
千葉・金田みたて海岸「盤洲里海の復活」

千葉・三番瀬「ハゼ・アサリから見た東京湾」

稲毛の浜

多摩川河口



東京湾岸グリーンベルト構想実現のために

自然的：
環境情報

社会的：
法制度、合意形成

経済的：
価値評価

体験的：
市民科学

再 生 ビ ジ ョ ン の 構 築
（PCM手法）

実現可能性の検証・評価
（影響伝搬図、IMCES）

方向性の伝達

情報

ブルーエコノミー
ＢＣ＋共益

水質管理
生物多様性

沿岸域の総合的管理の
法制、協議プロセス

情報提供・インタープリテーション

アクティブラー
ニング

保全・再生
・イベント

価値評価

情報

保全・再生
・イベント

自然的：
環境情報

体験的：
市民科学

社会的：
法制度、合意形成

経済的：
価値評価

市民参画プラットフォームでのワークショップ 統合的な
評価

各サイトでの活動
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１．再生ビジョンの構築

さい。

統合的なビジョン
COAST Cardチームは、統合的なビジョン図を作成し、理想的な沿岸環境の特徴を示す9つの目標を特定した。この
ビジョンは、世界中のどの沿岸環境にも当てはまり、持続可能な未来を実現するために管理者が取り組むべき普遍的
な目標と行動を示している。

気候変動の
緩和・適応

持続可能な
管理の実践

アクセス可能
な海岸と緑地

航行でき、泳げて、
魚の取れる海

堅牢な生態系
と地域

包括的な監視
と報告

社会・環境的な正義
とリテラシー

文化遺産の
保全と尊重

健康な経済
健康な生態系

東京・ウォーターズ竹芝の造成干潟「都心のオアシス」事業実施場所のイメージ

横須賀・うみかぜ公園「遊べる干潟つき公園」

横浜・海の公園／野島海岸「アマモ場再生」
横浜・高島水際線公園／臨港パーク「魚の釣れる海辺」Google Earth

東京・お台場「オリパラの遺産活用」

館山・沖ノ島周辺海岸「東京湾口のポテンシャル」
千葉・金田みたて海岸「盤洲里海の復活」

千葉・三番瀬「ハゼ・アサリから見た東京湾」

稲毛の浜

多摩川河口

各地での活動

9つの目標：①気候変動の緩和・適応、②持続可
能な管理の実践、③健康な経済・健康な生態系、
④社会・環境的な正義とリテラシー、⑤堅牢な生
態系と地域、⑥文化遺産の保全と尊重、⑦アクセ
ス可能な海岸と緑地、⑧航行でき、泳げて、魚の
とれる海、⑨包括的な監視と報告

フェーズ１

海と陸のつながり

を認識

フェーズ２

あるべき姿の整備、

維持管理

フェーズ３

連帯とやりがいを

感じるまちづくり



２．評価指標の統合化＝湾域のレポートカードの作成

pH

温度

水質項目

溶存酸素量

0 - 35℃
生物毎、適温
が異なる

7以下：酸性
７以上：アルカリ性
海面で約8.1

3 mg/L：貧酸素
14.6 mg/L 飽和

透明度 0 – 15 m
透明度が高いほど
光が到達

相対化

最大透明度が0
標準値 5 m
２ mで130

適温が25℃で0
標準値30℃
30℃で100

中性の7で0
標準値 8.1
7.8で、73

14.6 mg/Lで0
標準値 5 mg/L
3 mg/Lで121

重み

0.2

0.3

0.1

0.4

専門家・関係者による重みづけ

×→ ＝
水質の統合評
価値（WQI)

0-50:優良
50-100:良
100-200:不良
200-300:劣悪
300以上:不適

水質指標の統合化のイメージ

130ｘ0.2＋
100ｘ0.3＋
73ｘ0.1＋
121Ｘ0.4＝ 112



２．評価指標の統合化＝湾域のレポートカードの作成



【水質】

３．評価指標の例 水質・水量
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生物の生息、環境の良し悪し（有害物
質の有無、臭気・色など）に直結する評
価指標

水質を変化させ、流域への淡水
供給を担い、出水時の土砂輸送な
どにも関与する評価指標

下水道などの水量にも要着目？

チェサピーク湾のレポー
トカードのコア水質指標
・水温・pH・溶存酸素・
濁度・栄養塩・バクテリ
ア

コア
水質

透明度

全
リン

全窒
素

DO

東京湾再生のための行動
計画（第三期）に向けた
水質指標

【水量】



【地形と生態系】

３．評価指標の例 その他
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海岸線や護岸の性状、も場・干潟、底生生
物の生息環境、網羅的な生物情報に基づいて
生態系の健全性などを評価する指標

輻輳している法制度、関係者の役割、義
務を整理し、効果的なステークホルダーの
参画を促す指標

【管理とガバナンス】
東京湾環境情報センター

安全な水へのアクセス、衛生管理、魚食
の推進、人の栄養状態の管理、ライフスタ
イルへの変化に着目する指標

【健康と栄養】

参画機会の創出とその成果、企業の参
画など新たなけん引力を評価する指標

【社会と文化、経済】



江戸前勉強会2023 in GIJ2024
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レポートカード作成の提案

＜レポートカードの設計＞
どのような東京湾を目指すのか
そこに評価をすることは必要なのか

⇔どんな評価なら良いか（どんな項目が・・・）
評価する手立てはあるか（誰が、どのように・・・）



東京湾岸グリーンベルト構想（横浜港）
地域の生活を豊かにする海辺のまちの新しいかたち

生態系ネットワーク拠点
• 東扇島東公園
• 潮彩の渚
• 技調親水・実験護岸（仮称）
• 山内（コットンハーバー）
• 高島水際線公園
• 臨港パーク干潟造成（予定）
• 臨港パーク浅場
• 汽車道
• 山下公園地先海面
• 本牧海づり施設
• 南本牧護岸（藻場造成）
• ベイサイドマリーナ（UMIプロ）
• 海の公園
• 野島海岸
• 琵琶島（平潟湾）

拠点分類と活動
干潟・浅場
• 東扇島東公園

アマモ、貝
• 潮彩の渚

基材実験、干潟
• 山内（コットンハーバー） 種採

り場、ガラモ
• 臨港パーク干潟造成（予定） アマ

モ、干潟
• 汽車道

アマモ、魚
• ベイサイドマリーナ（UMIプロ） アマモ、ガラモ
• 野島海岸

アマモ、稚魚

公園・施設
• 高島水際線公園

市民活動
• 臨港パーク浅場

啓発
• 山下公園地先海面 海ゴ

構想案 多様な拠点群



東京湾岸グリーンベルト構想（東京港周辺）
地域の生活を豊かにする海辺のまちの新しいかたち

ウォーターズ竹芝・竹芝干潟「みんなでつくる干潟」
・ DMO芝東京ベイ、干潟マイスター

多摩川河口「変化しづつける生きた河口」
・地形調査、貝・カニ・ハゼの楽園

Google Earth

お台場海浜公園
「オリパラ資産を子供たちへプレゼント」

・覆砂、アマモ場、海苔づくり

大森ふるさとの浜辺公園
「海苔づくりの発祥の『知』の伝承」
・歴史継承、地域づくり、海苔づくり

東京港野鳥公園「野鳥の楽園」
・湿地管理、干潟造成

三枚洲「江戸から続く洲の恵み」
・海水浴、生物保全、OECM

豊洲・有明「新たな官民連携でつくる水辺」
築地魚市場跡「江戸前発祥の地」
・水産、企業連携、水辺、河岸

朝潮運河いきものルネサンス
「運河のポテンシャル」

・環境教育、生息場つくり、地域連携

護岸「藻場という選択」
・生物多様性、BC

地図データ©2021 Google

石倉カゴ設置の様子 採捕された生物

朝潮運河をめぐる
豊かな環境

大井ふ頭中央海浜公園「運河の奇跡」
・ OECM、ハゼ釣り

NPO法人ふるさと東京を考える実行委員会

構想案 多様な活動
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